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Ａ)他チームの発表を聞いて参考になった点 

 他チームの発表を通して、自チームでは十分に考え切れていなかった視点を多く得るこ

とができた。特に印象に残ったのは、「酒田レインボーロード作戦」による事故防止の提

案である。この発表では、事故件数の多さではなく、事故が起きた際の被害の多さに着目

し、光や音を用いて注意を促す仕組みが提案されていた。文字を読まなくても直感的に危

険を認識できる点は、高齢者や資格に不安を抱える人にも配慮されたユニバーサルサイン

であり、交通安全対策として非常に有効だと感じた。 

 また、「仮想通貨の視点から交通を考える」という発表では、バス利用に対して仮想通貨

を付与することで、利用者の行動を変えるという新しいアプローチが示されていた。公共

交通の利便性向上だけでなく、商店街との連携によって地域全体の活性化につなげようと

する点は、自チームにはなかった発想であり、交通政策を経済活動と結びつけて考える重

要性を学んだ。 

 さらに、高齢者の免許返納を扱った発表では、返納を単なる交通問題ではなく、生活の

自由や心理的な不安の問題として捉えていた点が印象的であった。交通施策を考える際に

は、人の気持ちや生活背景を考慮する必要があると考えた。 

 

Ｂ)地方都市における交通問題の総合的解決について 

 自チームでは、地方都市における交通問題として、交通事故の多さや高齢者の免許返納

の難しさ、公共交通の利便性の低さに着目した。特に公共交通の料金が高く、本数や利用

可能な範囲が限られていることが、車や自転車への依存を強めている要因であると考え

た。その結果、事故リスクの増加や、高齢者が免許を返納できない状況が生まれている。

理想的な状態としては、公共交通を中心に、歩いて暮らすことができ、事故の少ない街を

実現することである。 

 この理想を実現するために、自チームでは公共交通機関の利用料金を下げ、本数を増や

し、利用できる範囲を広げることを提案した。子供から高齢者まで、どの年代の人でも、

また通学・通勤・買い物など目的を問わず利用しやすい公共交通を整理することで、車へ

の依存を減らし、安全で暮らしやすい街づくりにつながると考えた。 

 一方で、他チームの発表を通して、自チームの提案をより発展させるための視点を得る

ことができた。例えば、酒田レインボーロード作戦では、事故件数の多さではなく、事故

が起きた際の被害の大きさに着目し、光や音によって直感的に注意を促す工夫が提案され

ていた。このようなユニバーサルデザインの考え方は、公共交通の整備と組み合わせるこ

とで、より安全な交通環境を実現できると考えられる。 



 また、仮想通貨を利用してバス利用を促進する発表からは、利便性の向上だけでなく、

人々の行動を変える仕組みづくりの重要性を学んだ。単に公共交通を整備するだけでな

く、「使うと得をする」「使いたくなる」仕組みを取り入れることで、公共交通の利用が定

着しやすくなると考えられる。 

 さらに、高齢者の免許返納を扱った発表では、返納を交通の問題だけでなく、生活や心

理の問題として捉えていた点が印象的であった。公共交通が実現していても、「自分の生活

が成り立つのか」「自由を失うのではないか」という不安が解消されなければ、免許返納

は進まない。そのため、交通政策と同時に、地域による支援や、返納後の生活を具体的に

イメージできる仕組みが必要である。 

 以上を踏まえると、地方都市の交通問題を総合的に解決するためには、公共交通の利便

性向上を軸としつつ、安全対策、行動変異を促す仕組み、そして住民の心理や生活に寄り

添った支援を組み合わせることが重要であると考える。公共交通中心の街づくりは時間や

費用がかかるが、段階的に取り組むことで、事故の少ない、誰もが安心して暮らせると都

市に近づくことができる。 


